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トトピピッッククスス11  農農林林⽔⽔産産物物・・⾷⾷品品のの輸輸出出額額がが過過去去最最⾼⾼をを更更新新  
 
農林⽔産物・⾷品の輸出額は年々増加傾向にあり、令和4(2022)年には1兆4,148億円と

過去最⾼を更新しました。政府は、令和7(2025)年までに2兆円、令和12(2030)年までに5
兆円とする⽬標の達成に向けて、更なる輸出拡⼤に取り組んでいます。 5 

以下では、農林⽔産物・⾷品の輸出をめぐる動きについて紹介します。 
 

((農農林林⽔⽔産産物物・・⾷⾷品品のの輸輸出出額額がが11兆兆44,,114488億億円円にに拡拡⼤⼤))  
令和4(2022)年の農林⽔産物・⾷品の輸出額は、前年に⽐べ14.3%(1,766億円)増加の1兆

4,148億円となり、過去最⾼を更新しました(図図表表  トトピピ11--11)。農産物は8,870億円で、この10 
うち⾮⾷品としては花き(91億円)等が含まれます。外⾷向け需要が新型コロナウイルス感
染症の感染拡⼤の影響による落ち込みから回復したこと、⼩売店向けやEC販売等が引き続
き堅調だったこと等に加えて、円安による海外市場での競争環境の改善も寄与したものと
考えられます。 

品⽬別では、ホタテ⾙やウイスキー、⻘果物のほか、⽜乳・乳製品や⽇本酒の増加額が15 
⼤きくなりました。 

国・地域別では、中国向けが最も多く、次いで⾹港、⽶国、台湾、ベトナムの順となっ
ています(図図表表  トトピピ11--22)。 
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((⽣⽣産産者者のの所所得得向向上上ににもも寄寄与与))  
農林⽔産物・⾷品の輸出を拡⼤していくことは、国内の⾷市場の規模が縮⼩する中、今

後⼤きく拡⼤すると⾒込まれる世界の⾷市場を出荷先として取り込み、国内の⽣産基盤を
維持・拡⼤するためには不可⽋です。くわえて、国内仕向けを上回る単価での販売による25 
⽣産者の所得向上や海外需要拡⼤による国内価格の下⽀え等にもつながっていると考えら
れます(図図表表  トトピピ11--33)。 

図表 トピ1-1 農林⽔産物・⾷品の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 

図表 トピ1-2 国・地域別の農林⽔産物・⾷品
の輸出額 

資料：財務省「貿易統計」を基に農林⽔産省作成 
注：1) 令和4(2022)年実績値 

2) 少額貨物を含まない数値 
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また、加⼯⾷品の中には、例えば⽇本酒のように、国産原料を使⽤しているものがあり
ます。こうした国産原料の使⽤は、地域の⽣産者に安定的な販路を提供し、その所得の向
上につながるものと考えられます。 

さらに、輸⼊原料を使⽤する場合でも、⾷品製造業が輸出により収益を上げることは、
国産原料の買い⼿としての機能が地域で維持・強化されることにつながると考えられます。 5 
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((令令和和77((22002255))年年にに22兆兆円円、、令令和和1122((22003300))年年にに55兆兆円円のの⽬⽬標標達達成成にに向向けけ、、取取組組をを推推進進))  
令和4(2022)年に⼊り、為替相場が円安傾向で推移している中、そのメリットを最⼤限

引き出していくため、農業者の所得向上につなげつつ、農林⽔産物・⾷品の輸出拡⼤を強
⼒に進めていくことが重要です。 

農林⽔産省では、農林⽔産物・⾷品の輸出額を令和7(2025)年までに2兆円、令和12(2030)15 
年までに5兆円とする⽬標の達成に向けて、品⽬団体を中核としたオールジャパンでの輸
出促進、輸出⽀援プラットフォームによる海外現地での⽀援、⼤ロット輸出に向けたモデ
ル産地の形成、知的財産の保護・活⽤等の取組を強⼒に推進しています。 

→第1章第5節を参照 

 
岐⾩県⾼⼭市

た か や ま し
の⾶騨

ひ だ
ミート農業協同組合連合会(以下「JA⾶騨

ミート」という。)では、⾼度な衛⽣管理により⾶騨
ひ だ

⽜
ぎゅう

の輸出拡
⼤を進め、⽣産者の所得向上にも寄与しています。 

JA⾶騨ミートが運営する⾶騨⾷⾁センターは、国内トップク
ラスの衛⽣基準を有する⾷⾁処理施設であり、コーデックスに基
づくHACCP*1システムの構築に加え、岐⾩県HACCPや⾷品安
全の国際規格であるISO*222000、GFSI*3が認める⾷品安全シス
テム認証規格であるFSSC22000の認証を取得しています。令和
5(2023)年3⽉末時点では、衛⽣基準の特に厳しい⽶国やEU*4を
含めた18か国・地域の輸出⾷⾁取扱施設の認定を受けています。

JA⾶騨ミートでは、輸出拡⼤が農家所得の⽀えになっている
ことを踏まえ、現地バイヤーと直接対話する営業活動を増やすな
ど、更なる輸出拡⼤の取組を強化していくこととしています。 

 
＊1〜2 ⽤語の解説(2)を参照 
＊3 Global Food Safety Initiativeの略で、世界⾷品安全イニシアティブのこと 
＊4 European Unionの略で、欧州連合のこと 

⾶⾶騨騨⽜⽜ののスステテーーキキ⽤⽤⾁⾁とと部部分分⾁⾁  
資料：⾶騨ミート農業協同組合連合会 

((事事例例))  ⾼⾼度度なな衛衛⽣⽣管管理理をを基基盤盤ととしし、、⽶⽶国国等等にに向向けけてて⾷⾷⾁⾁輸輸出出をを推推進進((岐岐⾩⾩県県))  

図表 トピ1-3 国内仕向けを上回る単価での販売が実現した事例 

資料：農林⽔産省作成 

岩⼿中央農業協同組合(岩⼿県) なめがたしおさい農業協同組合(茨城県)
・⽶国、カナダ、ベトナム、タイ、⾹港、台湾等に
 りんごを輸出。令和4(2022)年度の輸出額は3,028万円。
・同年度の輸出向け共選の農業者平均⼿取単価は
 302円/kgとなり、JA共選全体の農業者平均⼿取単価
 195円/kgとの単価の差は107円/kg。

・タイ、カナダ、⾹港、シンガポール、フランス、
 ドイツの6か国・地域にかんしょを輸出。
・令和4(2022)年度の輸出額は3.3億円。
・輸出向けかんしょを国内価格より⾼い単価で販売し、
 ⽣産者の⼿取りを向上。
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